
 

 

Ⅱ.管更生工事 MDA 特集 

管更生工事に関連する特集が組まれた。以前、Water New Information Vol.1 で MDA の問題の記事

をご紹介しました。その際、ＭＤＡ問題については、いずれコメントすると記載した。この記事が、掲

載された経緯は、本法人理事長の安藤が主任研究者として厚生労働科学研究費[経年劣化に伴う管更生工

事用エポキシ樹脂塗料からの MDA 溶出の実態等に関する研究]における概要の報告及び日本管更生工

業会が業界団体で行っている工法や今後の活動方針のインタビューを紹介したものである。 

記事の発端は、平成 17 年度厚生労働科学研究において MDA 含有塗料を塗装した配管の溶出につい

て実態調査を行った。ただし、この時点(平成 17 年以前)の調査では、塗装してから時間の経過が少ない

新しい配管での調査であった。 

本記事の厚生労働科学研究費[経年劣化に伴う管更生工事用エポキシ樹脂塗料からの MDA 溶出の実

態等に関する研究」は、平成 22 年度の研究として実施されたもので、既に管更生工事を行ったビルの

うち、塗装施工してから時間が長期間経過したビルを選定して、ビル配管の配水中に MDA の溶出があ

るか否かを検証したものである。その結果、塗装施工してから 10 年以上経過した配管の配水からは

MDA の溶出はみられなかった。しかしながら、MDA の塩素反応生成物と考えられる 2,4-ジクロロアニ

リン、2,4,6-トリクロロアニリンが確認された。また、2,4,6-トリクロロフェノールも確認された。この

ことは、MDA は既消失されていたが、塩素により酸化分解が進行していたことが認められたものであ

った。 
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